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　令和７年度を始期とする盛岡市総合
計画の策定に向けて３つのアンケート
を行いました。概要から抜粋の上、
上位3位までの回答をお伝えします。
※設問は要約

総合計画策定に係る市民参画の概要
まちづくりへの声

市民の声アンケート 盛岡市民 対象 3,000人

なお、暮らしへの満足度は…
●全体の約７割が「幸せに過ごせている」
●全体の約6割が「生活に満足している」
●全体の約８割が「これからも住み続けたい」

2 310年後の
盛岡の
理想の姿

10年後の盛岡の理想の姿 力を入れていくべきこと

力を入れて
いくべき
こと

産業活動
促進のための
取組

まちづくりアンケート調査 市内各種団体 対象 847団体 ふるさとまちづくりアンケート

保健、福祉、医療が
充実した地域で
支え合うまち

生活環境が
整った
快適なまち

災害に強く、
安全に安心して
暮らせるまち

保健・福祉・
医療の充実

保健、福祉、医療が充実
した地域で支え合うまち

49.1% 28.8% 24.7%

47.4%

2 住環境の整備
（道路、上下水道、
住宅など）

34.3%

3 産業・観光の
振興

17.8%

33.6%

1

1

福祉・環境・ＩＴ
（情報通信技術）
など新産業の育成

商業・サービス業の
振興

企業誘致の
推進

32.5% 27.6% 25.7%

2 31

1
生活環境が整った
快適なまち 26.8%2
自然環境と街並みが
調和したまち 21.8%3

地域の特性を生かした
産業活動 37.9%1
保健、福祉、医療の
環境整備 30.4%2
中心市街地の商業活動 26.1%3

新幹線・高速道路など
幹線交通の便 70.5%1
水と緑などの自然 63.9%2
街並みなどの景観 45.4%3

盛岡市に住民登録のある満15歳以上の市民（令和5年9月30日現在）を対象（中学生は除く）に無作為に抽出

市内外に
PRすべき
魅力

「自然環境と都市
機能が調和したまち」
としてＰＲ

「子育て
しやすいまち」
としてＰＲ

「住環境が
整ったまち」
としてＰＲ

34.5% 28.7% 24.4%

2 31

A

A B 東北の各都市より優れている点C 10年後の盛岡の理想の姿 力を入れていくべきこと

自然環境と街並みが
調和したまち 38.1%1
歴史や文化が
息づくまち 33.3%2
商業流通、経済活動が
活発なまち 14.3%3

観光、レジャーの資源 47.6%1
地域の特性を生かした
産業活動 33.3%2
中心市街地の商業活動 31.0%3

水と緑などの自然 69.0%1
新幹線・高速道路など
幹線交通の便 61.9%2
街並みなどの景観 52.4%3

A B 東北の各都市より優れている点C

C

DB

盛岡市内で活動している教育・文化、経済・労働、医療・福祉、
ボランティア・NPO、町内会・自治会、報道などの企業・団体

市外在住 対象300人
みちのく盛岡ふるさと大使、東京盛岡ふるさと会及び在京盛岡広域産業人会から抽出された会員

市民の皆さん

首都圏の皆さん企業・団体の皆さん

もりおか

計画期間
基本構想の計画期間は、令和７年度（2025年度）から令和 16年度（2034年度）までの 10年間

とします。

2

目的
(1) 目指す将来像や基本目標を示し、市民との共有を図ります。
(2) 各施策分野で策定している個別計画を着実に推進することで、何をどのように実現するのかを
体系的に整理します。

1

基本構想の目的及び計画期間第
1 盛岡市総合計画  2025-2034 基本構想
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もりおか

第
2

重視する社会の潮流
目指す将来像、基本目標、まちづくりで重視する視点を設定するにあたり、その背景となる経済・
社会情勢など９つの潮流を重視するものです。

1

現状と将来見通し 盛岡市総合計画  2025-2034 基本構想

(1) 急激な人口減少
全国的に人口減少が進行する中で、本市においても少子高齢化が進み、生産年齢人口の減

少に伴う経済活動の縮小、地域コミュニティの担い手不足、年金・医療・介護などの社会保
障関係費の増大などの社会問題が顕在化しています。また、経済活動の縮小に伴って税収が
減少することで、行政サービスの水準が下がることにより、都市の活力の低下を招くなどの
懸念があります。

(2) 人のつながりの希薄化
人間関係に対する意識や居住環境の変化により、人と人とのつながりが希薄になりつつあ

ります。このことが、精神的・物理的な孤立を引き起こし、将来への希望が失われ、健康を
損なうといった深刻な影響を及ぼす懸念があります。また、地域コミュニティの活力にも影
響を及ぼすことが懸念されます。

(3) 安全・安心への意識の高まり
近年、全国各地で頻発する大規模災害に

より、安全・安心な暮らしへの意識が一層高
まっており、未知の感染症や新たな手口の犯
罪、食の安全を脅かす事件の発生などを含
め、日常生活における安全・安心が確保され
ることへの意識が高まっています。

防災訓練
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もりおか

(4) 都市間競争の変化
収入等の格差の拡大により、若者やスキルを持った労働者が首都圏をはじめ大都市に集中

し、本市においても東京や仙台に若者が流出しています。一方で、地方都市固有の魅力や生
活コストの低さに改めて価値を見出し、自らの働き方や暮らし方に目を向け、地方都市を選
択する動きが見られるなど、人々の価値観が変わってきたことに伴い、都市間競争のあり方
も変化しつつあります。

(5) 広域圏における連携強化の重要性の高まり
盛岡広域圏においても人口減少が進行する中で、広域圏の連携強化によって活力ある社会

経済を維持し、圏域全体で一体的に魅力を高めるため、都市機能の分担・連携により、持続
的に発展を目指すことが重要になっています。

(6) グローバル経済におけるリスクの拡大
経済のグローバル化が加速したことにより、地方レベルでも海外情勢による影響を受ける

機会が各産業分野で増加しています。海外に依存し過ぎることなく、食料やエネルギーの地
産地消や、産業クラスター※1の形成を一層進めるなど、地域内の経済循環を意識して、強い
地元経済の成長へつなげる必要性が高まっています。

(7) 新技術の急速な発展
ＡＩやＩｏＴなどの急速な技術革新により、市民

生活が大きく変化することが予想される一方で、情
報格差など新たな課題も顕在化しているため、その
解決を図り、誰もが新技術の恩恵を受けることがで
きる社会を構築することが求められています。

(8) 職業・働き方の多様化
労働力不足の解消や作業の効率化を図るため、Ａ

Ｉやロボットに人の仕事が置き換わる一方で、高齢
化の進行や子どもを取り巻く環境の変化に伴って需
要が高まる介護・看護・保育などのケアエコノミー※2

や、テクノロジー分野では新たな雇用創出が見込ま
れています。また、働き方改革の推進やテレワーク
の導入などで、固定的・画一的な働き方が見直され
始めています。

スマートフォン教室

テレワークをする若者
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もりおか

(9) 持続可能な地球環境への関心の高まり
環境負荷の少ない持続可能な経済社会を目指すとと

もに、循環型社会の実現を目指し、「誰一人取り残さ
ない」世界の実現に向けた取組が広がっており、その
背景には地球温暖化を要因とする世界的な気候変動リ
スクがあります。経済成長と環境負荷軽減を目指すこ
とは、ＳＤＧｓの観点からも重要です。

盛岡市総合計画  2025-2034 基本構想

※1 様々な革新を促進するタイプの産業集積のことです。また、特定の地域に同じ業種や関連する業種の企業等が集積していることです。
※2 家事や育児、介護、看護などのケアワークに関する経済活動のことです。

第2 現状と将来見通し

まちづくりの歩みと本市の魅力

(1) まちづくりの経緯
本市は、16世紀末に南部氏が現在の中心市街地に居城を築き、城下町を整備したことによ

り、市街地・産業・暮らし・文化の基礎が作られ、江戸期を通じて城下町として発展しまし
た。明治22年（1889年）には市制を施行し、県都としての歩みを始めました。
時代の変化の中で近隣自治体の編入・合併を経て、平成以降は、平成４年（1992年）には

都南村と、平成18年（2006年）には玉山村と合併し市域を拡大しました。また、都市基盤
の整備や宅地開発、公共施設の整備などを推進し、商業地域や都市機能の充実と相まって、
東北の拠点都市の役割を担うことになるなど、このような先人たちのまちづくりの取組の基
に、本市は発展を遂げてきました。

(2) 盛岡市の魅力
本市は、市内から眺望できる岩手山、姫神山などの周囲の山並みを背にした地形となっ

ており、市内には北上川、雫石川、中津川が流れ、市街地は田園地域や丘陵地に囲まれるな
ど、豊かな自然や優れた景観を有しています。また、県都として政治・経済・教育・文化な
ど多くの都市機能が集積するとともに、東北新幹線や東北縦貫自動車道、国道４号・46号・
106号などの主要な交通の結節点としての優位性を持っています。
こうした自然環境と都市機能の調和の下に、城下町として発展する中で偉人や先人が育ん

できた歴史や文化、美しい街並み、温かい人情など、様々な魅力を備えています。
令和５年（2023年）１月のニューヨーク・タイムズ紙においては、市街地の歩きやす

さ、歴史的建築物、景観、食文化などが評価されました。市民と共に作り上げてきた本市の
歴史と文化、景観と建築物、自然環境、食など、様々な地域資源が織りなす魅力が国内外の
人々を引き付けています。

2

植栽活動
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もりおか

将来見通し

(1) 将来推計人口
国勢調査における本市の人口（以下

「実人口」とします。）と国立社会保
障・人口問題研究所（以下「社人研」
とします。）の推計人口を比較する
と、これまでの人口対策の取組などに
より、令和２年（2020年）では社人研
の推計人口287,606人を2,125人上回る
289,731人となっています。

なお、仮定値の設定ですが、「生残率」については、社人研では60歳未満の年代について
岩手県内の市町村において同一に設定していますが、その値よりも本市の方が高い傾向にあ
ることから、その分を考慮して設定するとともに、「子ども女性比」については、令和２年
（2020年）の実人口を基準として求めた上で、その値が将来にわたって同一に推移すると仮
定して設定しています。
また、年齢3区分別の人口は、年少人口26,670人、生産年齢人口148,254人、老年人口

89,731人となり、高齢化率は33.9％と見込みました。

令和17年（2035年）における本市の人口を推計するにあたっては、急激な人口減少を緩
和するため、人口対策を更に強化し、その効果が着実に表れることを見込むこととし、人口
を推計する上で必要な値のうち、「生残率※1」と「子ども女性比※2」について、本市独自に
仮定値を設定して推計しました。
その結果、令和17年（2035年）における推計人口は、令和２年（2020年）の実人口と比

較して約９％、25,076人減少するものの、社人研の推計人口より2,450人多い、264,655人
と見込み、これを目標値として、まちづくりの取組を推進します。

3
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図１　盛岡市の実人口の推移と社人研
　　　平成25年(2013年)推計人口の比較

図２　盛岡市の令和６年(2024年)推計人口と社人研令和５年(2023年)推計人口の比較
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もりおか

世帯数を推計するにあたっては、令和２年（2020年）の実人口における性・年齢別の
「世帯主率※3」を求め、その値が今後も一定であると仮定し算出したところ、令和17年
（2035年）における世帯数は130,549世帯に、一世帯当たりの人口は2.0人に減少すると見
込みました。
就業人口及び産業三区分の従業者人口を推計するにあたっては、令和２年（2020年）の

実人口における「就業率※4」及び就業者総数に占める産業三区分それぞれの就業者の割合を
求め、その値が今後も一定であると仮定し算出したところ、令和17年（2035年）における就
業人口は123,372人となり、産業大分類別では、第一次産業3,733人（3.0％）、第二次産業
16,559人（13.4％）、第三次産業99,854人（80.9％）と見込みました（職業分類不能は含
まず）。

盛岡市総合計画  2025-2034 基本構想第2 現状と将来見通し

● 1  昭和60年（1985年）～令和２年 （2020年）の数値：国勢調査結果による人口の推移
● 2 令和７年 （2025年）～令和32年（2050年）の数値：将来推計人口
● 3 昭和60年（1985年）～平成17年 （2005年）の数値：旧都南村及び旧玉山村の数値を合算したもの

図3　盛岡市の年齢区分別人口構成

(2) 土地利用
土地は、市民生活や生産活動を行うための共通基盤であり、限られた貴重な資源であると

の認識の下に、保全と活用のバランスに配慮しながら、計画的に土地利用を推進してきまし
た。
今後も、田園地域や中山間地域など、自然環境の保全や農林業を営んできた地域では、生

産の場としての機能を維持するとともに、水源のかん養や自然災害の防止、地球環境の保全
など、より多面的な機能を発揮できるよう配慮しながら、土地利用を継続することを基本と
します。

22.0

69.5

8.5

19.4

70.0

10.5

17.3

69.6

13.1

15.2

68.7

16.0

13.9

66.4

18.7

13.0

64.6

21.4

12.4

61.5

24.8

11.6

60.2

28.1

10.910.9

59.059.0

30.130.1

10.3

57.7

32.0

10.110.1

56.056.0

33.933.9

9.9

53.5

36.6

9.8

51.5

38.7

9.6

50.3

40.1

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0
S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32

（%）

■ 0-14歳　■ 15-64歳　■ 65歳以上

09



もりおか

また、中心市街地や既成市街地など、住宅地や事業用地の供給を図ってきた地域では、密
度が高く、効率的な土地利用へと誘導するとともに、人口減少などの社会情勢の変化、中心
市街地の再生や盛岡らしい景観形成などの新たな行政需要に対応しながら、計画的に土地利
用を図ることを基本とします。
なお、産業構造の変化に対応して、新たな工業地や流通産業用地などが必要となる場合に

は、自然的土地利用と都市的土地利用の調和に加え、自然災害の防止や地球環境への配慮も
意識し、総合的な観点から土地利用を図ります。

(3) 財政見通し
財政見通しについては、現時点の税財政制度を基に、国が示す中長期の経済財政に係る試

算のほか、本市における人口対策の効果を踏まえた将来人口推計や現在行っている投資事業
の進捗見込みなどを踏まえて、計画期間が終了する令和16年度（2034年度）までの財政的
な試算を行いました。
歳入では、市税は生産年齢人口の減少による影響はあるものの、賃金改善に伴う所得水準

の上昇や企業立地による新たな雇用の創出などにより、概ね増加する見込みとなったほか、
社会保障関係費の増加などに伴う国・県支出金の増額などによって、市税との調整に伴う地
方交付税の減額はあるものの、全体では増加と見込みました。
歳出では、義務的経費である扶助費や人件費の増加のほか、一部事務組合への負担金の増

額などもあり、全体として増加が見込まれ、歳入と歳出の差引きでは財源不足が生じると見
込みました。

このようなことから、歳入歳出の均衡を保ち、市民サービスの向上を図りながら、普通建
設事業などの投資や公共施設の長寿命化などの財政需要にも対応するためには、歳入では特
定財源の活用や使用料等の見直しなどを、歳出では事業全般に係る徹底的な見直しを行い、
これまで以上に事業の選択と集中を図りながら、必要な財源確保に努めます。

※1 ある年齢Ｘ歳の人口が、5年後の年齢Ｘ+5歳に達するまで生き残る確率のことです。
※2 出生に関する仮定値で、今回の推計では、0-4歳人口の20-44歳女性人口に対する比としています。
※3 実人口の総数に占める世帯主数（施設などの世帯を除く）の割合のことです。
※4 15歳以上の実人口に占める就業者の割合のことです。

盛岡市総合計画  2025-2034 基本構想第2 現状と将来見通し

■歳入　■ 歳出 財政調整基金残高
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岩手銀行赤レンガ館

盛岡駅

三世代交流スポーツ大会

消防演習訓練

まちづくりで重視する視点第
3 盛岡市総合計画  2025-2034 基本構想

次の 10年間のまちづくりを進める上で、重視する社会の潮流、まちづくりの歩みと本市の魅力、
将来見通しなどを踏まえ、４つの重視する視点を設定するものです。

魅力にあふれ選ばれるまち
首都圏をはじめとして、他都市との競争が続く中で、
地方都市ならではの特徴を生かした本市の魅力を内外
に広めて、選ばれるまちにする視点が重要です。

広い視野を持ち東北の拠点となるまち
盛岡広域圏における連携中枢都市として、圏域他市
町をけん引するとともに、県都としての役割を果たし
ながら、東北の拠点都市として、地域全体の活性化を
図る視点が重要です。

地域の協働と連携で支え合うまち
保健・福祉・医療が充実し、人々が地域で支え合う
ため、公助の充実を図りつつ、市民・NPO・民間事業者・
行政などのまちづくりの主体が、協働と連携の中で支
え合う視点が重要です。

これからも安全・安心なまち
災害に強く、安全に安心して暮らせるまちにするた
め、今後も市民生活に密接に関係する防災・防犯の視
点が重要です。

1

2

3

4
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1
まちづくりに関わる全ての主体が、まちへの愛着や誇りを持ち、協働してまちづくりを進める
ための目標として、共に目指す将来像を次のとおりとします。

まちづくりの目標第
4
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2 基本目標
目指す将来像を実現するためのまちづくりの理念や方向性を示し、具体的に施策や事務事業を
展開する上で、次の４つのまちづくりの基本目標を設定するものです。

（1）豊かな地域資源が活力を生み出すまちづくり
本市が世界から注目される中で、豊かな歴史・文化・産業・自然環境を生かして本市の

魅力を更に高め、可能性を広げながら、地域資源により活力を生み出すまちづくりを進めま
す。

（2）人を育み未来を選べるまちづくり
社会を支える人材を育てることが一層重要になる中で、出産・子育て・教育・生きがいづ

くりなど、人を育むための仕組みを充実させ、多様性を尊重しながら、誰もが希望する未来
を選択できるまちづくりを進めます。

（3）人がいきいきとつながり支え合うまちづくり
少子高齢化が進む中で、人々の支え合いなどの共助、社会福祉などの公助の充実によっ

て、安心して暮らし、生きがいや希望を持って、心身ともに健康であり続けることができる
まちづくりを進めます。

(4) 安全・安心で快適に暮らせるまちづくり
安全・安心に対する意識が高まる中、災害に強いまちづくりを進めるとともに、恵み豊か

な環境の下で、市民が安全・安心で快適に暮らすことができる生活基盤を維持し、市民の思
いや時代のニーズに寄り添ったまちづくりを進めます。

盛岡市総合計画  2025-2034 基本構想

基本目標を達成するための施策
基本目標を達成するための施策は、次のとおりとしますが、政策分野ごとに目指す方向性とな
る「10年後になりたい姿」を掲げ、基本目標と施策のつながりをより分かりやすく表現しました。
なお、各施策の推進が、他の基本目標の達成につながるものについては、関係施策とするほか、
全ての施策が本市の喫緊の課題である人口減少への対策に関連するとの考えの下で、施策横断的
に人口対策への取組を強化することとします。

3
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施策1　商工業の振興
地元企業の経営力強化、起業・創業の促進、成長分野の産業の育成や集積を図るほか、物流拠点の
整備など、産業基盤の環境整備に取り組むとともに、商業集積エリアを軸とした回遊性の向上などに
より地域内経済の好循環を促進しながら、産業・分野横断的な取組を進めることで、地域企業の労働
生産性の向上を図ります。

施策2　農林業の振興
農地・森林の有する国土保全・水源のかん養などの多面的機能を維持・発揮するため、農林業者の
経営力の向上や後継者の育成などの支援に取り組むとともに、生産地であり、かつ、消費地である地
域特性を生かした地産地消の推進、都市部との交流を活用した販路拡大、地産地消をベースとした付
加価値の向上に取り組みます。

施策3　雇用対策の充実
産業人材の育成・確保を図るため、ビジネス環境に対応するための労働者の技術習得や、企業とのマッ
チングの機会を設けるほか、勤労者の労働環境の向上により市民の多様な働き方の推進に取り組みます。

施策4　魅力の創造・発信
市内外に盛岡を愛する人を増やし、住みたいまち・住み続けたいまち・関わりたいまちとなるため、

盛岡の魅力や価値を効果的に発信し、移住定住の促進や関係人口の拡大など、にぎわいと交流の創出
に取り組みます。

施策5　観光の振興
盛岡に多くの人が訪れるようにするため、地域資源を活用した観光地域づくりと広域的な観光交流

の促進に努め、積極的な情報発信により、国内外の旅行者やコンベンションの誘致を推進するとともに、
祭り・イベントの充実、おもてなしの心の醸成や受入態勢の整備など、観光の振興を図ります。

施策6　歴史・文化の継承
地域に受け継がれている歴史や文化に誇りを持ち、次世代に伝えていくため、文化財の保護・継承

に取り組むとともに、今日まで守り伝えられてきた貴重な財産として市民の理解を深め、本市の魅力
発信につながる積極的な活用に取り組みます。

豊かな地域資源が活力を生み出すまちづくり基本目標１

強い産業基盤が地域経済をけん引するまち10年後になりたい姿

盛岡らしさと魅力があふれるまち10年後になりたい姿
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施策7　子ども・若者への支援
子ども・若者の最善の利益を第一に、全ての子ども・若者が健やかに成長し、次代を担う大人とし

て自立するとともに、希望を持って子どもを産み育てることができるように、地域ぐるみでの子育て
支援の充実のほか、母子保健の推進や、子ども・若者が希望をかなえられる環境の充実に取り組みます。

施策8　子どもの教育の充実
子どもたち一人ひとりがふるさとを愛し、自ら学び、未来を創造するための資質・能力を育むこと

ができるように、学校や家庭、地域が相互に連携・協働し、確かな学力の育成と誰一人取り残さない
教育の推進を図ります。

施策9　人権尊重・男女共同参画の推進
お互いを理解しながら個人が尊重される社会を実現するため、人権尊重の精神と平和の尊さの意識

啓発に取り組むとともに、誰もが、性別等にかかわらず、均等に利益を享受し、責任も分かち合いな
がら、個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画を推進します。

施策10　芸術文化の振興
誰もが芸術文化に親しむ機会を拡充するとともに、市民の自主的、創造的な芸術文化活動を支援します。

施策11　スポーツの推進
誰もがスポーツに親しみ、スポーツを通じた健康でいきいきと暮らすことができるまちづくりを目

指し、スポーツを「する」、「支える」環境づくりを進めるとともに、スポーツを通じたまちの魅力の
発信・創出、交流人口の拡大など、スポーツで「広がる」環境づくりに取り組みます。

施策12　生涯学習の推進
誰もが生涯を通じて楽しみや生きがいを持ち、いつでもどこでも学び続けることができる環境の構

築に取り組むとともに、学んだ成果を個人や社会の課題解決に生かすことにより、全ての人が豊かな
人生を送ることができるよう学習機会の充実に取り組みます。

人を育み未来を選べるまちづくり基本目標 2

子どもが健やかに成長し将来に希望を持てるまち

一人ひとりが尊重され活躍できるまち

誰もが自分らしく生きがいをもって暮らせるまち

10年後になりたい姿

10年後になりたい姿

10年後になりたい姿
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施策13　地域福祉の推進
社会的孤立や社会的排除をなくし、みんながつながり誰もが役割を持ちながら、互いの個性や尊厳を
認め合い、誰一人取り残すことなく住み慣れた地域で暮らし続けられる地域社会の形成を推進します。

施策14　高齢者福祉の充実
高齢者が健康で生きがいを持ち、安心して暮らすことができる長寿社会の実現を目指し、高齢者の
社会参加を促進するとともに、介護予防や認知症対策などを推進するほか、介護サービス提供体制を
強化するなど、高齢者福祉の充実を図ります。

施策15　障がい者福祉の充実
障がいのある人もない人も、互いを尊重し合いながら、住み慣れた地域で安心して暮らすことがで
きるように、障がいや障がい者への市民の理解と交流を促進するとともに、障がい福祉サービス提供
体制を強化するなど、障がい者福祉の充実を図ります。

施策16　生活困窮者への支援
生活困窮者が自立し安定した暮らしができるように、相談体制の充実を図り、生活困窮者自立支援
制度や生活保護制度など、状況に応じた支援に取り組みます。

施策17　健康づくり・医療の充実
生涯にわたり健やかに暮らすことができるように、感染症や生活習慣に起因する疾患を予防し、健
康相談や健康診査などを実施するとともに、医療体制の確保や医療費の助成など、健康づくりと医療
の充実を図ります。

施策18　地域コミュニティの維持・活性化
地域コミュニティがこれまで担ってきた多岐にわたる役割を維持し、活動を持続可能なものとする
ため、地縁又は目的を共にする団体などへの支援に取り組みます。

誰もが健やかで心豊かに生活できる社会

多様な主体が協働する持続可能なまち

寄り添い助け合いつながる社会10年後になりたい姿

10年後になりたい姿

10年後になりたい姿

人がいきいきとつながり支え合うまちづくり基本目標 3
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施策19　災害に強い地域づくり
自然災害や火災など、あらゆる危機に対し強いまちを目指し、防災や消防力の充実などに取り組みます。

施策20　安全・安心な暮らしの確保
交通事故の防止や犯罪の予防、消費者被害の救済やその予防など、市民生活の安全・安心を目指し、

交通安全の推進や防犯対策の充実、消費者安全対策などに取り組みます。

施策21　環境の保全・創造
かけがえのない環境を未来につなげるため、公害や環境汚染の監視、廃棄物の適正処理を図るとと

もに、気候変動対策やごみの減量化・資源化などに取り組み、環境の保全と自然との共生を推進します。

施策22　コンパクトなまちづくりの推進
地域の特性を生かし、機能的で魅力的な都市を形成するため、自然環境の保全と人々の営みとの調和

を考慮しながら、コンパクトで効率的な市街地を形成するなど、計画的で適正な土地利用を推進します。

施策23　都市基盤施設の維持・強化
快適な市民生活と活発な産業活動を支えるため、道路や橋りょう、上下水道施設などの都市基盤施

設の適切な維持管理と機能強化を図ります。

施策24　快適な都市環境の形成
市民と共に盛岡らしさを生かした街並み形成と景観保全を行うとともに、公園整備と利用促進、公共

空間や私的空間の緑化推進、公共施設の整備改善、再開発事業により快適な都市環境の向上を図ります。

施策25　交通環境の構築
幹線道路の整備、自転車走行環境や歩行環境の整備のほか、地域公共交通の確保維持などに取り組み、

総合的な交通体系を確立するとともに、公共交通や自転車の利用促進を図り、地球環境にやさしく誰
もが快適に移動できる交通環境を構築します。

安全・安心で快適に暮らせるまちづくり基本目標 4

人にやさしく安全・安心なまち

かけがえのない環境を未来につなげるまち

誰もが暮らしやすく住み続けたいまち

10年後になりたい姿

10年後になりたい姿

10年後になりたい姿
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盛岡市総合計画  2025-2034 基本構想第4 まちづくりの目標

もりおか

まちづくりの目標の体系図
目指す将来像を達成するための、基本目標及び施策の体系は次のとおりです。
なお、一つの施策が他の基本目標の達成にも関わるものを関係施策とします。

4

輝きが増し　活力に満ち　夢をかなえるまち盛岡
将
来
像

基
本
目
標

基
本
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策

基本目標1 基本目標 2 基本目標 3 基本目標 4
豊かな地域資源が
活力を生み出す
まちづくり

人を育み
未来を選べる
まちづくり

人がいきいきと
つながり支え合う
まちづくり

安全・安心で
快適に暮らせる
まちづくり

１    商工業の振興

２    農林業の振興

３    雇用対策の充実

４    魅力の創造・発信

５    観光の振興

６    歴史・文化の継承

7    子ども・若者への支援

8    子どもの教育の充実

9    人権尊重・男女共同参画の推進

10芸術文化の振興

11スポーツの推進

12生涯学習の推進

13地域福祉の推進

14高齢者福祉の充実

15障がい者福祉の充実

16生活困窮者への支援

17健康づくり・医療の充実

18地域コミュニティの維持・活性化

19 災害に強い地域づくり

20 安全・安心な暮らしの確保

21 環境の保全・創造

22 コンパクトなまちづくりの推進

23都市基盤施設の維持・強化

24 快適な都市環境の形成

25 交通環境の構築

施策 関 係 施 策

図５　まちづくりの目標の体系図
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もりおか

自治体経営の理念第
5

目指す将来像の実現に向けて５つの自治体経営の理念を定め、自治体経営に取り組むことにします。

市民が主体的に市政に関わることを保障し、市政に
関する情報を提供するとともに、多様な意見を取り入
れながら市民参画や協働によるまちづくりを推進しま
す。

安定的な財政基盤の確立のため、経営資源配分の最
適化や財政規律の確保に取り組み、中長期的な展望に
立った持続可能な財政運営を行います。

社会情勢の変化に柔軟に対応する簡素で効率的な組
織体制の下で、公正な職務執行を確保し、信頼性の高
い市政を確立します。

広域圏等の他の自治体との連携や相互協力の下に、
自律的な自治体経営を推進します。

市民の視点で適切に施策等を評価し、常に見直しを
行いながら、改革改善に取り組むとともに、デジタル
技術を活用することで、行政サービスの向上と事務の
効率化を目指します。

1

2

3

4

5

盛岡市総合計画  2025-2034 基本構想

市民の声を聞くためのワークショップ

窓口での市民応対
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